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ついこの間、新年を迎えた
ような気がしますが、２月に
入りました。
旧暦では、「立春」が一年の

始まりです。そのため、「立春」
の前日を季節を分ける意味か
ら「節分」と称し、豆まきをして無病息災を
祈る風習が生まれました。各家庭でも豆まき
をされるところも多いのではないでしょうか。
そして、明日４日は「立春」。気温は低いし

寒さはまだ、続きそうです。どこに春がやっ
てきたんだろうと思ってしまいますが、ほん
の少しずつ、少しずつ春へ向かい始めるのが
２月なんでしょうね。
今月は、県立推薦入試、立志式、さらに学

年末テスト等が行われますが、近づく春を楽
しみにして、寒さに負けず頑張りましょう。

小林市青少年育成市民会議須木支部
先月１６日（木）に第２回理事会が行われ

ました。
冬休み中に児童生徒か

ら応募のあったあいさつ
・人権に関する標語の審
査が行われました。どの
作品もすばらしい内容で
委員の皆様はたいへん苦
慮されていましたが、審査の結果、中学生で
は次の作品が入賞しました。
【最優秀賞】
『朝の須木 あちらこちらで頭下げ 大きな声で

おはようございます』 ２年 福元澄海くん

【優秀賞】
『大丈夫 一人じゃないよ その一言で
未来は変わる』 ２年 花牟 美紅さん

『おはようと 毎日流れる ハーモニー』

１年 片地和奏さん

また、1年生 福留誠弥くん、３年生 片地
奏音さん、蒲生愛梨さんの作品が入選しまし
た。小学生もりっぱな作品ばかりでした。
なお、最優秀賞と優秀賞の作品は、須木地

区内２１箇所の事業所等に掲示されることに
なっています。

１月２４日（金）
に小林中央公民館
で「家族の作文・

標語・善行児童生徒」表彰
式が行われました。その中
で３年生の片地奏音さんが、
善行児童生徒に選出され、
表彰を受けました。
また、家族の作文では

本校から次の４名の生徒

が入賞しました。後日、学校で表彰をします。
【家族の作文】

◇１年生の部
優秀賞 片地和奏さん、優良賞 鎌田美月さん

◇２年生の部
優良賞 花牟 美紅さん

◇３年生の部
優良賞 片地奏音さん

おめでとうございます。
ほとんどの子どもたちが応募してくれたこ

とを、とてもうれしく思いました。

１月２６日（日）に「第6９回こばやし駅伝
競走大会」が開催されました。１４区間、タ
スキをつなぎ、途中繰り上げスタートもあり
ましたが、見事にゴールしました。上位入賞
こそなりませんでしたが、持てる力を発揮し、
力の限りを尽くして走り抜いてくださいまし
た。レース後の表情はみなさん、笑顔で清々
しいものでした。また、監督、役員の方々の
支えもすばらしかったと感じました。
選手、役員、そして応援に駆けつけてくだ

さったみなさん、お疲れ様でした。
ありがとうございました。

給食感謝のつどい（招待給食）
学校給食の充実と発展を図

ることを目的に１月２４日～
１月３０日を「全国学校給食
週間」に定められています。
本校では、２９日（水）に

小林小学校栄養教諭の英景子
先生をお招きして感謝のつど
いを開催しました。英先生か
らは、中学校における給食の
栄養面についてお話がありました。 また、
子どもたちが感謝の気持ちを込めて作成した
しおり等を英先生にお渡ししました。

会場は須木総合ふるさとセンターです。
◇14時00分～14時40分
（小学５年生、中学２年生の発表他）

◇14時50分～15時50分『記念講演』
講師 大野勇太様 演題「夢をカタチに」
※ご都合がよろしければぜひ、ご参加ください。


